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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 炉 体 の 内 部 に 空 気 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 を 加 熱 処 理 す る 工 業 炉 で あ っ て 、
　 前 記 炉 体 の 側 面 外 部 に 設 け ら れ 、 前 記 空 気 を 加 熱 し て 前 記 炉 体 の 内 部 に 送 風 す る エ ア ヒ  
ー タ と 、
　 前 記 炉 体 の 側 面 に 設 け ら れ 、 前 記 空 気 を 加 熱 す る バ ー ナ と 、
　 常 温 空 気 を 取 り 込 み 前 記 エ ア ヒ ー タ と 前 記 バ ー ナ に 送 風 す る エ ア ブ ロ ア と 、
　 前 記 炉 体 の 外 部 に 設 け ら れ た 排 気 搭 と 前 記 炉 体 を 接 続 す る 排 気 通 路 と 、
　 前 記 排 気 通 路 に 設 け ら れ る と と も に 前 記 エ ア ブ ロ ア か ら 送 風 さ れ る 常 温 空 気 が 前 記 エ ア  
ヒ ー タ と 前 記 バ ー ナ に 到 達 す る 前 に 取 り 込 ま れ 、 前 記 炉 体 か ら の 排 熱 に よ っ て 前 記 常 温 空  
気 を 予 熱 す る レ キ ュ ペ レ ー タ と 、
　 前 記 レ キ ュ ペ レ ー タ と 前 記 エ ア ヒ ー タ と の 間 に 設 け ら れ た 第 一 開 閉 弁 と 、
　 前 記 レ キ ュ ペ レ ー タ と 前 記 バ ー ナ と の 間 に 設 け ら れ た 第 二 開 閉 弁 と 、
　 前 記 バ ー ナ に ガ ス 燃 料 が 送 ら れ る 経 路 に 設 け ら れ た 第 三 開 閉 弁 と 、 を 備 え 、
　 低 出 力 時 に は 前 記 第 一 開 閉 弁 を 開 放 し か つ 前 記 第 二 開 閉 弁 及 び 前 記 第 三 開 閉 弁 を 閉 じ て  
前 記 エ ア ヒ ー タ か ら 送 風 さ れ る 空 気 で 前 記 被 加 熱 材 を 加 熱 し 、 高 出 力 時 に は 前 記 第 一 開 閉  
弁 ， 前 記 第 二 開 閉 弁 及 び 前 記 第 三 開 閉 弁 を 開 放 し て 前 記 バ ー ナ に よ る 加 熱 を 追 加 し た こ と  
を 特 徴 と す る 工 業 炉 の 加 熱 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】

請求項の数　1　（全8頁）
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 や 非 鉄 金 属 を 加 熱 処 理 す る た め に 使 用 さ れ る 工 業 炉 の 加 熱 構 造 に 関 す る  
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 金 属 や 非 鉄 金 属 を 加 熱 処 理 す る 炉 と し て 、 電 気 を 熱 源 と し て 利 用 し た 電 気 炉 が 存 在 す る  
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 特 許 文 献 １ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 の 外 部 に 冷 却 フ ァ ン を 設 け 、 こ の 冷 却 フ ァ ン に 、 外 気  
を 炉 体 の 内 部 に 供 給 し て 炉 体 内 部 の 加 熱 空 気 を 外 部 に 放 散 さ せ る と い う 冷 却 機 能 を 持 た せ  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ う し た 従 来 の 電 気 炉 と し て は 、 例 え ば 、 図 ４ と 図 ５ に 示 す も の が 知 ら れ て い る  
。 図 ４ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ３ ０ の 内 部 の 左 右 そ れ ぞ れ に 金 属 ヒ ー タ ３ １ を 設 け る と と も  
に 、 炉 体 ３ ０ の 上 部 中 央 に 回 転 フ ァ ン ３ ２ を 設 け 、 こ れ ら の 金 属 ヒ ー タ ３ １ で 炉 体 ３ ０ の  
内 部 の 空 気 を 加 熱 し 、 回 転 フ ァ ン ３ ２ で そ の 加 熱 し た 空 気 を 対 流 さ せ る こ と に よ っ て 被 加  
熱 材 Ｔ を 加 熱 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ４ ０ の 外 部 に エ ア ヒ ー タ ４ １ を 取 付 け 、 外 部 の 空 気 を  
そ の エ ア ヒ ー タ ４ １ を 通 し て 加 熱 し て 炉 体 ４ ０ の 内 部 に 取 り 入 れ 、 そ の 加 熱 し た 空 気 で 被  
加 熱 材 Ｔ を 加 熱 し て い る 。 な お 、 加 熱 さ れ た 空 気 は 、 炉 体 ４ ０ の 外 部 に 排 出 さ れ る よ う に  
な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ ３ ７ ７ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ お よ び 図 ４ と 図 ５ に 示 す 従 来 技 術 の 電 気 炉 は 、 い ず れ も 電 気 を 加 熱 源 と し て  
利 用 し て い る の で 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 観 点 か ら 極 め て 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ら 電 気 炉 の い ず れ に も 加 熱 効 率 の さ ら な る 向 上 が 求 め ら れ る 。 す な  
わ ち 、 特 許 文 献 １ に 示 す 電 気 炉 は 、 冷 却 フ ァ ン に よ る 冷 却 機 能 を 持 た せ て い る の で 、 自 ず  
と 加 熱 効 率 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ３ ０ の 内 部 の 左 右 に 設 け た 金 属 ヒ ー タ ３ １ で 炉 体 ３ ０  
の 内 部 の 空 気 を 加 熱 し 、 そ れ を 回 転 フ ァ ン ３ ２ で 対 流 さ せ る の で 、 加 熱 さ れ た 空 気 の 攪 拌  
効 果 が 十 分 と は い え ず 、 加 熱 効 率 に 課 題 が 残 る 。 ま た 、 被 加 熱 材 Ｔ に は 加 熱 さ れ た 空 気 が  
常 に 一 定 の 方 向 か ら 作 用 す る こ と か ら も 加 熱 効 率 に 問 題 が あ る 。 こ れ ら は 、 特 に 、 被 加 熱  
材 Ｔ の 形 状 が 複 雑 な 場 合 に 顕 著 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 こ の 電 気 炉 に お け る 回 転 フ ァ ン ３ ２ は 、 高 温 で あ る 炉 体 ３ ０ の 内 部 に 設 け ら れ て  
い る の で 、 変 形 や イ ン ペ ラ バ ラ ン ス の 崩 れ に よ る 振 動 な ど の 損 傷 が 発 生 し 易 く 、 そ の 寿 命  
が 短 い と い っ た 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す 電 気 炉 は 、 炉 体 ４ ０ の 外 部 の 空 気 （ す な わ ち 常 温 の 空 気 ） を エ ア ヒ ー  
タ ４ １ で 加 熱 し 、 そ の 加 熱 し た 空 気 を 被 加 熱 材 Ｔ に 作 用 さ せ た 後 、 排 気 す る の で 、 常 に 常  
温 の 空 気 を 必 要 な 高 温 ま で 加 熱 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 エ ネ ル ギ ー の 損 失 が 大 き く  
、 加 熱 効 率 が 低 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 さ ら に 電 気 炉 は 電 気 を 熱 源 と す る た め 、 高 温 用 の 熱 処 理 炉 や 加 熱 炉 な ど の よ う に 高 出 力  
が 要 求 さ れ る 場 合 に は 対 応 す る こ と が 困 難 で あ る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 と す る と こ ろ は 、 加 熱 効 率 に 優 れ 、 フ ァ ン の 寿 命 も 長 い 工 業 炉 の  
加 熱 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 工 業 炉 の 加 熱 構 造 は 、 炉 体 （ １ ０ ） の 内 部 に 空  
気 を 循 環 さ せ て 被 加 熱 材 （ Ｔ ） を 加 熱 処 理 す る 工 業 炉 （ １ ） で あ っ て 、
　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 側 面 外 部 に 設 け ら れ 、 前 記 空 気 を 加 熱 し て 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 内 部  
に 送 風 す る エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と 、
　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 側 面 に 設 け ら れ 、 前 記 空 気 を 加 熱 す る バ ー ナ （ ２ １ ） と 、
　 常 温 空 気 を 取 り 込 み 前 記 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と 前 記 バ ー ナ （ ２ １ ） に 送 風 す る エ ア ブ ロ  
ア （ ６ ０ ） と 、
　 前 記 炉 体 （ １ ０ ） の 外 部 に 設 け ら れ た 排 気 搭 （ １ ０ ０ ） と 前 記 炉 体 （ １ ０ ） を 接 続 す る  
排 気 通 路 （ ５ １ ） と 、
　 前 記 排 気 通 路 （ ５ １ ） に 設 け ら れ る と と も に 前 記 エ ア ブ ロ ア （ ６ ０ ） か ら 送 風 さ れ る 常  
温 空 気 が 前 記 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と 前 記 バ ー ナ （ ２ １ ） に 到 達 す る 前 に 取 り 込 ま れ 、 前 記  
炉 体 （ １ ０ ） か ら の 排 熱 に よ っ て 前 記 常 温 空 気 を 予 熱 す る レ キ ュ ペ レ ー タ （ ５ ０ ） と 、
　 前 記 レ キ ュ ペ レ ー タ （ ５ ０ ） と 前 記 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 一 開 閉 弁  
（ １ ２ ） と 、
　 前 記 レ キ ュ ペ レ ー タ （ ５ ０ ） と 前 記 バ ー ナ （ ２ １ ） と の 間 に 設 け ら れ た 第 二 開 閉 弁 （ ２  
２ ） と 、
　 前 記 バ ー ナ （ ２ １ ） に ガ ス 燃 料 が 送 ら れ る 経 路 に 設 け ら れ た 第 三 開 閉 弁 （ ２ ５ ） と 、 を  
備 え 、
　 低 出 力 時 に は 前 記 第 一 開 閉 弁 （ １ ２ ） を 開 放 し か つ 前 記 第 二 開 閉 弁 （ ２ ２ ） 及 び 前 記 第  
三 開 閉 弁 （ ２ ５ ） を 閉 じ て 前 記 エ ア ヒ ー タ （ １ １ ） か ら 送 風 さ れ る 空 気 で 前 記 被 加 熱 材 （  
Ｔ ） を 加 熱 し 、 高 出 力 時 に は 前 記 第 一 開 閉 弁 （ １ ２ ） ， 前 記 第 二 開 閉 弁 （ ２ ２ ） 及 び 前 記  
第 三 開 閉 弁 （ ２ ５ ） を 開 放 し て 前 記 バ ー ナ （ ２ １ ） に よ る 加 熱 を 追 加 し た こ と を 特 徴 と す  
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 上 記 括 弧 内 の 記 号 は 、 図 面 お よ び 後 述 す る 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に 掲 載 さ  
れ た 対 応 要 素 ま た は 対 応 事 項 を 示 す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 工 業 炉 に よ れ ば 、 低 出 力 時 に は エ ア ヒ ー タ を 使 用 し 、 高 出 力 時 に は こ れ に バ ー  
ナ に よ る 加 熱 を 追 加 し て 熱 源 を ハ イ ブ リ ッ ド 化 し た の で 高 温 用 の 熱 処 理 炉 や 加 熱 炉 に も 適  
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 レ キ ュ ペ レ ー タ を 利 用 し て 炉 体 か ら の 排 熱 に よ っ て 常 温 空 気 を 予 熱 し 、 そ の 予 熱  
し た 空 気 を 、 エ ア ヒ ー タ 及 び バ ー ナ に 送 風 す る よ う に し た の で 、 加 熱 効 率 に 優 れ 省 エ ネ ル  
ギ ー 化 が 図 れ る 。
　 さ ら に 、 送 風 用 の エ ア ブ ロ ア を 炉 体 の 外 部 に 設 け て い る の で 、 炉 体 の 内 部 に 設 け た 場 合  
と 比 較 し て 、 熱 の 影 響 に よ る 故 障 を 軽 減 で き 、 そ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 低 出 力 時 に は エ ア ヒ ー タ を 使 用 し 、 高 出 力 時 に は こ れ に バ ー ナ に よ る 加 熱  
を 追 加 し て 熱 源 を ハ イ ブ リ ッ ド 化 し 、 さ ら に レ キ ュ ペ レ ー タ を 利 用 し た 構 成 は 、 上 述 し た  
特 許 文 献 に も 一 切 記 載 さ れ て い な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 業 炉 の 加 熱 構 造 を 示 す 正 面 構 成 図 で 、 低 出 力 時 の 状 態  
を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 業 炉 の 加 熱 構 造 を 示 す 正 面 構 成 図 で 、 高 出 力 時 の 状 態  
を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る 工 業 炉 の 加 熱 構 造 を 示 す 正 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 従 来 例 に 係 る 電 気 炉 を 示 す 正 面 構 成 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 に つ い て 説 明 す  
る 。 図 １ は 低 出 力 時 の も の で あ り 、 図 ２ は 高 出 力 時 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 は 、 エ ア ヒ ー タ １ １ の 電 気 に よ る 加 熱 と バ ー ナ ２  
１ の 火 炎 に よ る 加 熱 を 熱 源 と し た ハ イ ブ リ ッ ド 型 の 熱 源 で 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に 空 気 を 循 環  
さ せ て 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に 載 置 し た 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 処 理 す る 。 被 加 熱 材 Ｔ は 固 定 状 態 で  
載 置 し て も 良 い し 、 移 動 （ 回 転 な ど ） で き る 状 態 で 載 置 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 は 、 エ ア ヒ ー タ １ １ ， 第 一 開 閉 弁 １ ２ ， バ ー ナ ２ １ ， 第 二 開 閉  
弁 ２ ２ ， 第 三 開 閉 弁 ２ ５ ， レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ ， 排 気 通 路 ５ １ ， 第 一 通 路 ５ ２ ， 第 二 通 路  
５ ３ ， 第 三 通 路 ５ ４ ， 第 四 通 路 ５ ５ ， ブ ロ ア ６ ０ ， 熱 電 対 セ ン サ ー ７ １ ， 温 度 指 示 調 節 器  
７ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 エ ア ヒ ー タ １ １ は 、 炉 体 １ ０ の 側 面 外 部 （ こ こ で は 右 側 ） に 設 け ら れ 、 空 気 を 電 力 に よ  
っ て 加 熱 し て 炉 体 １ ０ の 内 部 に 送 風 す る 。 エ ア ヒ ー タ １ １ に は エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 送 風 さ  
れ る 常 温 空 気 の 一 部 が エ ア ヒ ー タ 用 空 気 と し て 第 一 開 閉 弁 １ ２ を 介 し て 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 バ ー ナ １ ２ は 、 炉 体 １ ０ の 側 面 （ こ こ で は 右 側 ） で エ ア ヒ ー タ １ １ か ら 炉 内 に 送 風 さ れ  
る 熱 風 の 下 方 に 火 炎 が 噴 射 さ れ る よ う に 設 け ら れ 、 炉 体 １ ０ の 内 部 を 循 環 さ せ る 空 気 を 、  
火 力 に よ っ て 加 熱 す る 。 バ ー ナ １ ２ に は 、 燃 料 と な る ガ ス と 燃 焼 空 気 が 取 り 込 ま れ 、 ガ ス  
は 、 そ の 量 を 測 定 す る 流 量 計 ２ ７ と 調 整 弁 ２ ６ と 第 三 開 閉 弁 ２ ５ を 介 し て 接 続 さ れ 、 燃 焼  
空 気 は 、 そ の 量 を 測 定 す る 流 量 計 ２ ４ と 調 整 弁 ２ ３ と 第 二 開 閉 弁 ２ ２ を 介 し て 接 続 さ れ て  
い る 。 燃 焼 空 気 は エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 送 風 さ れ る 常 温 空 気 で 、 エ ア ヒ ー タ 用 空 気 を 除 い た  
も の が 第 二 開 閉 弁 ２ ２ を 介 し て 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 排 気 通 路 ５ １ は 、 炉 体 １ ０ の 外 部 に 設 け ら れ た 排 気 搭 １ ０ ０ と 炉 体 １ ０ の 下 部 を 接 続 す  
る も の で 、 途 中 に レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ と 排 気 搭 １  
０ ０ の 間 に は 炉 圧 ダ ン パ ー ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。
　 レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ に は 、 エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 第 一 通 路 ５ ２ を 通 し て 常 温 空 気 が 送 ら れ  
、 第 一 通 路 ５ ２ に は 、 エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 送 風 さ れ る 常 温 空 気 の 量 を 測 定 す る 流 量 計 ６ ３  
と 調 整 弁 ６ ２ と エ ア 用 開 閉 弁 ６ １ が 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ に は 第 二 通 路 ５ ３ が 接 続 さ れ 、 第 二 通 路 ５ ３ は 分 岐 し て 一 方  
の 第 三 通 路 ５ ４ が エ ア ヒ ー タ １ １ 側 に 接 続 さ れ 、 他 方 の 第 四 通 路 ５ ５ が バ ー ナ ２ １ 側 （ 燃  
焼 空 気 供 給 側 ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ は 、 排 熱 回 収 熱 交 換 器 で あ り 、 第 一 通 路 ５ ２ を 通 じ て エ ア ブ ロ ア ６  
０ か ら 送 風 さ れ る 常 温 空 気 が 、 エ ア ヒ ー タ １ １ と バ ー ナ ２ １ に 到 達 す る 前 に 取 り 込 ま れ 、  
レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ に 取 り 込 ま れ た 常 温 空 気 が 、 炉 体 １ ０ か ら 排 気 通 路 ５ １ を 通 じ て 送 ら  
れ る 排 熱 に よ っ て 予 熱 さ れ 、 予 熱 さ れ た 空 気 が 、 第 二 通 路 ５ ３ 及 び 第 三 通 路 ５ ４ を 通 じ て  
エ ア ヒ ー タ １ １ に エ ア ヒ ー タ 用 空 気 と し て 、 第 二 通 路 ５ ３ 及 び 第 四 通 路 ５ ５ を 通 じ て バ ー  
ナ ２ １ に 燃 焼 空 気 と し て そ れ ぞ れ 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 熱 電 対 セ ン サ ー ７ １ は 炉 内 に 設 け ら れ 炉 内 温 度 を 計 測 す る 温 度 計 で あ り 、 そ の 温 度 は 、  
炉 外 に 設 け ら れ た 温 度 指 示 調 節 器 ７ ２ に 送 ら れ 、 温 度 が 予 め 入 力 さ れ た 目 標 設 定 値 に 近 づ  
け る よ う に エ ア ヒ ー タ １ １ を 制 御 さ せ る よ う に な っ て い る 。 こ の 制 御 は 、 エ ア ヒ ー タ １ １  
を オ ン オ フ さ せ る 制 御 で あ っ て も よ い し 、 比 例 的 に 出 力 を 可 変 さ せ る よ う な 比 例 制 御 （ 位  
相 制 御 ） で あ っ て も よ く 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 は 低 出 力 時 と 高 出 力 時 で は 使 用 す る 熱 源 が 相 違 す る 。 す な わ ち  
、 低 出 力 時 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 熱 源 を エ ア ヒ ー タ １ １ に よ る 加 熱 と し 、 高 出 力 時 に  
は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ れ に バ ー ナ ２ １ の 加 熱 を 追 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 低 出 力 時 の 動 作 ）
　 低 出 力 時 に お い て 、 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 は 次 の よ う に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 こ の 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 は 、 第 一 開 閉 弁 １ ２ を 開 放 し か つ 第 二 開 閉 弁 ２ ２ 及  
び 第 三 開 閉 弁 ２ ５ を 閉 じ て エ ア ヒ ー タ １ １ か ら 送 風 さ れ る 空 気 で 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 す る 。
　 こ の と き 、 エ ア ヒ ー タ １ １ に は 、 エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 常 温 空 気 が エ ア ヒ ー タ 用 空 気 と し  
て 直 接 送 ら れ る の で は な く 、 レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ を 利 用 し て 炉 体 １ ０ か ら の 排 熱 に よ っ て  
常 温 空 気 を 予 熱 し 、 そ の 予 熱 さ れ た 高 温 の 空 気 が 送 ら れ る 。
　 こ れ に よ り 、 加 熱 効 率 に 優 れ 省 エ ネ ル ギ ー 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 送 風 用 の エ ア ブ ロ ア ６ ０ を 炉 体 の 外 部 に 設 け て い る の で 、 炉 体 １ ０ の 内 部 に 設 け  
た 場 合 と 比 較 し て 、 熱 の 影 響 に よ る 故 障 を 軽 減 で き 、 そ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ 高 出 力 時 の 動 作 ）
　 次 に 高 出 力 時 に は 、 工 業 炉 １ の 加 熱 構 造 は 次 の よ う に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 第 一 開 閉 弁 １ ２ の 開 放 に 加 え て 、 第 二 開 閉 弁 ２ ２ 及 び 第 三 開 閉 弁 ２ ５ に つ い  
て も 開 放 し て バ ー ナ ２ １ に よ る 加 熱 を 追 加 し て 、 エ ア ヒ ー タ １ １ か ら 送 風 さ れ る 空 気 に 加  
え て バ ー ナ ２ １ に よ る 火 炎 で 被 加 熱 材 Ｔ を 加 熱 す る 。
　 こ の と き 、 エ ア ヒ ー タ １ １ に 送 ら れ る エ ア ヒ ー タ 用 空 気 及 び バ ー ナ ２ １ に 送 ら れ る 燃 焼  
空 気 は 、 エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 直 接 送 ら れ る 常 温 空 気 で は な く 、 レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ を 利 用  
し て 炉 体 １ ０ か ら の 排 熱 に よ っ て 常 温 空 気 が 予 熱 さ れ た 高 温 の 空 気 で あ る の で 、 加 熱 効 率  
に 優 れ 省 エ ネ ル ギ ー 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 高 出 力 時 に は 、 エ ア ヒ ー タ １ １ に よ る 加 熱 に バ ー ナ ２ １ に よ る 加 熱 が 加  
わ る の で 炉 内 温 度 を 瞬 時 に 高 温 に す る こ と が で き 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 バ ー ナ ２ １ の 構 成 を 省 い て エ ア ヒ ー タ １ １ だ け で 被 加 熱 材 Ｔ  
を 加 熱 処 理 す る 構 成 に す る こ と も で き る 。
　 こ の 場 合 も 、 排 気 経 路 ５ １ に レ キ ュ ペ レ ー タ ５ ０ が 設 け ら れ 、 エ ア ブ ロ ア ６ ０ か ら 送 風  
さ れ る 常 温 空 気 が エ ア ヒ ー タ １ １ に 到 達 す る 前 に 取 り 込 ま れ 、 炉 体 １ ０ か ら の 排 熱 に よ っ  
て 常 温 空 気 を 予 熱 し 、 予 熱 さ れ た 高 温 の 空 気 が エ ア ヒ ー タ 用 空 気 と し て 、 第 二 通 路 ５ ３ を  
通 じ て 送 ら れ る よ う に な っ て い る 。
　 こ れ に よ り 、 エ ア ヒ ー タ １ １ だ け に よ る 加 熱 で あ っ て も 加 熱 効 率 に 優 れ た 工 業 炉 を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 １     工 業 炉
　 １ ０     炉 体
　 １ １     エ ア ヒ ー タ
　 １ ２     第 一 開 閉 弁
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　 ２ １     バ ー ナ
　 ２ ２     第 二 開 閉 弁
　 ２ ３     調 整 弁
　 ２ ４     流 量 計 （ 燃 焼 空 気 用 ）
　 ２ ５     第 三 開 閉 弁
　 ２ ６     調 整 弁
　 ２ ７     流 量 計 （ ガ ス 燃 料 用 ）
　 ３ ０     炉 体
　 ３ １     金 属 ヒ ー タ
　 ３ ２     回 転 フ ァ ン
　 ４ ０     炉 体
　 ４ １     エ ア ヒ ー タ
　 ５ ０     レ キ ュ ペ レ ー タ
　 ５ １     排 気 通 路
　 ５ ２     第 一 通 路
　 ５ ３     第 二 通 路
　 ５ ４     第 三 通 路
　 ５ ５     第 四 通 路
　 ５ ６     炉 圧 ダ ン パ ー
　 ６ ０     エ ア ブ ロ ワ
　 ６ １     エ ア 用 開 閉 弁
　 ６ ２     調 整 弁
　 ６ ３     流 量 計 （ 常 温 空 気 用 ）
　 ７ １     熱 電 対 セ ン サ ー （ 温 度 計 ）
　 ７ ２     温 度 指 示 調 節 器
１ ０ ０     排 気 搭
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】



10

JP 7632890 B2 2025.2.19(8)

フロントページの続き

広島県広島市安佐南区伴西３－１－２  三建産業株式会社内
審査官　 岩見  勤

(56)参考文献 特開２０００－１４４２３９（ＪＰ，Ａ）
特開昭５２－００７３１２（ＪＰ，Ａ）
特開昭５７－０４１５２１（ＪＰ，Ａ）
特開２０２０－１７３０６９（ＪＰ，Ａ）
特開２００９－０７４７２４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｆ２７Ｄ      ７／０２
Ｆ２７Ｄ    １１／００
Ｆ２７Ｂ      ５／１４
Ｆ２７Ｄ    １７／００
Ｆ２７Ｂ    １７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

